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ギャラリー情報 Π̱ϕϯτҊ಺

ॲ͔ΒฤूࣨͰ͸ɺΠϕϯτ৘ใݸ
ʢలࣔձɺίϯサーτͳͲʣのرࡌܝ๬
ऀをืू͠て͍ますɻ৽ن͸੫ࠐΈͰ
����ԁͱͳりますɻ
ৄ͠い問い合わせ͸ɺಉฤूࣨ
ి࿩0246（��）����ʹ·Ͱɻ

ಃܳଜ͏͑の͸Β いわき市ؒ޷ொ上ࣈؒ޷上野ݪ��

益子焼、笠間焼を中心に全国各地の陶芸産地の逸品を展示販売。
季節ごとのキルト作品の展示も。火、水曜定休。10:00 ～ 16:00。

常設展示・販売
ೖ৔ແྉ
������������9/25→

　企画展「愛谷江筋と流域の歴史」

いわき市฻Β͠の఻ঝڷ いわき市ࣛౡொԼ໼田ࢄ野�����

　江戸時代に整備された愛谷江筋の概要や開削、歴
史などに関わる資料を展示するとともに、愛谷江筋
の流域に所在する文化財や史跡などを取り上げ、紹
介します。9:00-17:00。火曜休園。

Ұൠ̏̐ ̌ԁ
������������→12/17

いわきアリオεɹ いわき市平ࣈ三࡚���

　アリオス、平中央公園、新川堤防を「あそび場」に。小学生 10 人程度
対象。申し込み不要。動きやすい服装、水分補給の飲み物をご持参くだ
さい。集合場所：本館 1階レストラン横。16:00-17:30（開場 15:45）。

Ճແྉࢀ
������������9/28

ariosyokudou

「あそびしょくどう」inアリオス

いわき市໪དྷؔจֶྺ࢙館 いわき市໪དྷொؔ田௕୔���

→10/29 Ұൠ̐̐ ̌ԁ　
������������

　生誕 120 周年を迎えるいわき市小川町生まれの
詩人・草野心平のいわき市周辺に残る詩歌碑などを
紹介します。9:00-17:00。第 3 水曜休館。

草野心平書の詩歌碑
―石に刻まれた心平の書―

　古代の文字 墨書と線刻

いわき市ࢿݹߟྉ館 いわき市常磐౻ݪொखഝ����

　今回の企画展では、古代の遺物に記された情報を
通して、当時のいわき地方の社会や人々の生活の様
子を紹介します。9:00-17:00。第 3火曜休館。

→11/19 ೖؗྉແྉ　
������������

　　
ೖ৔ແྉ
̌̕ �̌̐ ̒̏ �̏̕ ̏̎ ̓

米寿記念

西山允雄絵画展

ギャラリー໦΋Εͼ いわき市ؒ޷ொࡗ小԰ࣈ中平���̕

小学校校長などを務めた元教諭でランプ画会会長、福島県水彩画会
会友の西山允雄さんが、定年後に始めた絵画の足跡をたどる企画展で
す。10：00-16：00（最終日 15:00）。

10/12→16

小�野�ඒ�ज़ いわき市平ࣈ中ொ̎̎ �̎

　紅珊瑚、ピンク珊瑚などで作られたジュエリーから、念珠、置物な
どの工芸品１５０点余を一堂に展示販売する。 

ೖ৔ແྉ
������������10/19→31

【美術工芸品・アクセサリー】

宝飾珊瑚フェア

ギャラリー૑ܳ޻๪���ɹ���いわき市ࣛౡொ૸۽小神山���̍

　　　　　　　　　　　　　 伝統を守りつつ新たなモノづくりにも
力を注ぎ、魅力ある暮らしの中に心地良く溶け込む「漆のうつわ」が
並びます。日本の伝統美、会津の職人技をぜひ。会期中無休。10:00-17:00。

ೖ৔ແྉ
������������10/21→29

―日本の伝統美―

「塗師一富×工房いちか」漆芸展

木もれび
～秋のコンサート～　　

ೖ৔ແྉ（༧໿੍）
������������（٠田）

ギャラリー໦΋Εͼ いわき市ؒ޷ொࡗ小԰ࣈ中平���̕

10/22
ギャラリースペースにて、コンサートが行われま
す。フルート、ギター、箏、 歌と多彩な音楽をお届
けいたします。11:30 開場、12:00 開演。

10/18→22
第11回 いわき墨友会展

　日本水墨院常務理事、多田早苗先生門下生の作
品展です。9:00-16:00（最終日は 15:00 まで）。泉教
室、湯本教室の生徒さん募集中。

いわき市จԽηンλー

ೖ৔ແྉ
������������

いわき市平ࣈಊ根ொ���

10/27,28
暮らしの彩り ものづくり展 2023.秋

಺ڷίϛϡχςΟηンλー�ϗーϧ̍ いわき市಺ڷ௲ொ大໦Լ����

古布・着物リメイク、ガラス細工などハンドメイドアイテム
の展示販売と、いわきの有機栽培の野菜、味噌、手作りパン、和
菓子などを数量限定で販売する。出店･ハンディクラフト穂のか
AM あてい工房 / 玉屋菓子店 ほか多数 10:00 ～ 18:00(最終 17:00)

ೖ৔ແྉ
������������

小�野�ඒ�ज़ いわき市平ࣈ中ொ̎̎ �̎

　日本画･洋画･油彩･水彩･版画など 80 点
余を一堂に展示販売。特別価格にて大奉仕。

―日本画・洋画・水彩・版画など―
秋の絵画展

ೖ৔ແྉ
������������10/5→16

ギャラリーいわき いわき市ઘέٰ������

　薪窯の炎が生み出す焼き色にこだわり、本焼きは全て登り窯で焼
成。新作など展示予定。14、15日作家在廊。11:00-19:00。水曜定休。

ೖ৔ແྉ
������������10/14→22

唐 津

藤ノ木土平作陶展

ギャラリー૑ܳ޻๪���ɹ���いわき市ࣛౡொ૸۽小神山����

　第３回・野菜とお米の収穫祭
　出品者＝米農家鈴忠（常磐）廣田勇次（川前）折笠
幸夫（遠野）鈴木益雄（勿来）齋藤文江（好間）笑いー
と農園（好間）農産物直売そのふぁ（勿来）。会期中
無休。10:00-17:00（最終日 16:00）。

ೖ৔ແྉ
������������10/6→9

ʲืɹूʳ編集室では、川柳を募集しています。お題は「虹」「進む」。お気軽に編集室まで（本紙７面参照）。※氏名（またはペンネーム）、住所、年齢も添えてください。1�݄̓೔ʢඞணʣ。
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サ
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ョ
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サ
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で
す
。

自
身
の
「
サ
ブ
ス
ク
リ
プ

シ
ョ
ン
」
の
登
録
者
が
コ
メ

ン
ト
や
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
投
稿

し
た
場
合
、
ア
カ
ウ
ン
ト
名

の
横
に
紫
色
の
バ
ッ
ジ
が
表

示
さ
れ
る
仕
組
み
に
な
っ
て
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い
る
の
で
、
登
録
者
か
ど
う

か
す
ぐ
に
分
か
り
、
優
先
的

に
や
り
取
り
す
る
な
ど
の
対

応
も
可
能
で
す
。

「
サ
ブ
ス
ク
リ
プ
シ
ョ
ン
」

は
「
サ
ブ
ス
ク
」
と
も
呼
ば

れ
、
定
期
購
読
や
継
続
購
入

と
い
う
意
味
で
、
登
録
者
は

決
め
ら
れ
た
金
額
を
月
払
い

や
年
払
い
で
支
払
う
こ
と

で
、
定
期
的
に
商
品
を
受
け

取
っ
た
り
、
提
供
さ
れ
る
サ

ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
り
で
き

ま
す
。
代
表
的
な
も
の
と
し

て
、
新
聞
や
雑
誌
、
ス
ポ
ー

ツ
ジ
ム
な
ど
が
あ
り
ま
す

が
、
最
近
で
は
、
動
画
配
信

や
音
楽
配
信
、
家
具
や
車
な

ど
、
様
々
な
分
野
に
広
が
っ

て
い
ま
す
。

「
サ
ブ
ス
ク
リ
プ
シ
ョ
ン
」

機
能
で
提
供
す
る
側
も
し
く

は
受
け
取
る
側
を
体
験
し
、

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
を
さ
ら
に

活
用
す
る
き
っ
か
け
に
し
ま

し
ょ
う
。

世界の一杯

ウ
イ
ス
キ
ー
の
ソ
ー
ダ
割
り
で
あ
る

ハ
イ
ボ
ー
ル
に
続
き
、
今
回
は
サ
ワ
ー

に
つ
い
て
お
送
り
し
ま
す
。日
本
で
は
、

サ
ワ
ー
と
い
え
ば
炭
酸
で
割
っ
て
あ
る

お
酒
を
イ
メ
ー
ジ
し
ま
す
よ
ね
。

け
れ
ど
、
私
た
ち
に
馴
染
み
の
あ
る

居
酒
屋
の
サ
ワ
ー
や
缶
の
サ
ワ
ー
と
、

Ｂ
Ａ
Ｒ
で
提
供
さ
れ
る
ク
ラ
シ
カ
ル
な

サ
ワ
ー
は
全
く
別
物
な
の
で
す
。

本
来
サ
ワ
ー
は
、
蒸
留
酒
に
柑
橘
類

の
酸
味
の
あ
る
ジ
ュ
ー
ス
と
砂
糖
の
甘

み
を
加
え
た
カ
ク
テ
ル
の
一
種
で
す
。

語
源
は
英
語
の
「
ｓ
ｏ
ｕ
ｒ(

サ

ワ
ー)

」
で
「
酸
味
の
あ
る
」「
酸
っ

ぱ
い
」
を
意
味
し
ま
す
。
サ
ワ
ー
に
使

わ
れ
る
ジ
ュ
ー
ス
は
レ
モ
ン
ジ
ュ
ー
ス

が
一
般
的
で
す
。
居
酒
屋
で
発
展
し
て

い
っ
た
日
本
の
サ
ワ
ー
に
対
し
、
ク
ラ

シ
カ
ル
な
サ
ワ
ー
カ
ク
テ
ル
の
代
表
と

い
え
ば
、
ウ
イ
ス
キ
ー
サ
ワ
ー
や
ブ
ラ

ン
デ
ー
サ
ワ
ー
で
し
ょ
う
。
ベ
ー
ス
の

お
酒
に
レ
モ
ン
ジ
ュ
ー
ス
、
砂
糖
を
加

レモンサワーとは違った厚みあ
る味わいにハマってしまうかも

－ 79－

　クラシカルな　
　　　　    サワー

【プロフィル】 
緑川　明日香（み
どりかわ・あすか）
42歳。市内在住。
ＳＳＩ認定酒匠・
日本酒学講師。日
本ソムリエ協会認
定ソムリエ。

インスタグラムの新機能
「サブスクリプション」

ＳＮＳとは…ソーシャル・ネットワーキング・サービスの略。共通の
趣味や考えを持っている人同士の出会いの場であったり、友達や家族
と情報交換したり、気軽に交流を楽しむことができるサービスです。

え
て
シ
ェ
イ
ク
。
し
っ
か
り
シ
ェ
イ
ク

す
る
こ
と
で
気
泡
が
生
ま
れ
、
炭
酸
が

入
っ
て
い
な
く
て
も
、
細
か
い
泡
が
立

ち
上
が
り
ま
す
。
キ
リ
ッ
と
冷
た
い
飲

み
口
が
魅
力
。
レ
シ
ピ
に
よ
っ
て
少
量

の
炭
酸
を
加
え
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

で
は
こ
こ
で
、
お
酒
の
師
匠
か
ら
教

わ
っ
た
レ
シ
ピ
を
紹
介
し
ま
す
。
ウ
イ

ス
キ
ー
ま
た
は
ブ
ラ
ン
デ
ー
30
㎖
、
レ

モ
ン
ジ
ュ
ー
ス
20
㎖
、
シ
ロ
ッ
プ
適
量

を
シ
ェ
イ
ク
。
氷
を
１
つ
入
れ
た
小
ぶ

り
の
グ
ラ
ス
に
注
ぎ
、ソ
ー
ダ
を
少
々
。

ベ
ー
ス
の
お
酒
の
豊
潤
さ
と
レ
モ
ン
の

爽
や
か
さ
が
相
ま
っ
て
、
一
口
で
贅
沢

な
気
分
に
な
り
ま
す
よ
。お
試
し
あ
れ
。

レ
モ
ン
ジ
ュ
ー
ス
で
爽
や
か
に

ͻ͞ͷɾ·͞Έ　株式会社ソーシャルスピーカー代表取締役。
東京でシステムエンジニアとして勤務後、2011 年にいわき市に
戻り、パソコンやインターネットのサポート業務、ホームページ
作成や Twitter、Facebook の専門家として起業。
5XJUUFS ͸ͪ͜ΒͰ͢‎IUUQ���UXJUUFS�DPN�JXBLJDJUZ
'BDFCPPL͸ͪ͜ΒͰ͢‎IUUQT���XXX�GBDFCPPL�DPN�TPDJBMTQFBLFS
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令
和
４
（
２
０
２
２
）

年
７
月
10
日
、
世
論
調
査

専
門
機
関
「
中
央
調
査

社
」
は
、
人
気
ス
ポ
ー
ツ

に
関
す
る
全
国
意
識
調
査

を
発
表
し
「
最
も
好
き
な

ス
ポ
ー
ツ
選
手
」
で
米
大

リ
ー
グ
・
エ
ン
ゼ
ル
ス
の

大
谷
翔
平
選
手
が
４
年
ぶ

り
１
位
と
な
り
ま
し
た
。

テ
レ
ビ
に
映
る
彼
の
映
像

か
ら
は
高
級
霊
特
有
の
光

輝
溢
れ
る
オ
ー
ラ
が
当
た

り
一
面
に
発
し
て
い
る
。

何
故
だ
ろ
う
と
彼
の
過
去

を
探
っ
て
み
ま
し
た
。

彼
が
野
球
を
始
め
た
の

は
小
３
の
時
で
彼
の
父
が

監
督
を
し
て
い
る
少
年
野

球
チ
ー
ム
に
入
団
し
ま
し

た
。
父
親
に
よ
る
と
「
当

初
は
運
動
音
痴
で
何
を
や

ら
せ
て
も
良
い
所
が
少
し

も
無
か
っ
た
。
し
か
し
何

事
も
一
所
懸
命
や
る
こ
と

を
常
に
言
い
聞
か
せ
、
全

力
で
走
る
、
投
げ
る
、
打

つ
、
大
声
を
出
す
、
そ
し

て
中
学
生
に
な
っ
て
私
と

の
交
換
ノ
ー
ト
を
作
り
反

省
文
を
書
か
せ
、
ア
ド
バ

イ
ス
を
し
た
。
例
え
練
習

内
容
が
悪
く
て
も
一
所
懸

命
や
っ
た
時
は
ほ
め
る
事

を
心
が
け
た
。
２
年
間
に

わ
た
っ
て
言
葉
の
キ
ャ
ッ

チ
ボ
ー
ル
を
し
た
」
と
の

こ
と
で
し
た
。
高
校
生
に

な
っ
て
、
花
巻
東
高
（
岩

手
）
に
入
学
。
そ
こ
に
は

野
球
部
監
督
の
選
手
を
育

て
る
卓
越
し
た
教
育
方
針

が
あ
り
、
夢
を
実
現
す
る

た
め
に
や
る
べ
き
こ
と
を

具
体
的
に
書
き
込
ん
だ

「
目
標
達
成
シ
ー
ト
」
と

い
う
計
画
表
の
作
成
を
野

球
部
全
体
で
取
り
組
ん
で

い
ま
し
た
。
若
干
16
才
の

大
谷
少
年
は
、
日
本
の
プ

ロ
野
球
８
球
団
か
ら
の
ド

ラ
フ
ト
一
位
指
名
を
当
時

の
目
標
に
掲
げ
ま
し
た
。

そ
の
た
め
に
必
要
な
「
急

速
１
６
０
キ
ロ
」「
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
」
な
ど
技
術
・

体
力
的
な
面
の
向
上
、
さ

ら
に
人
間
性
を
高
め
る
た

め
「
相
手
に
対
す
る
思
い

や
り
や
優
し
さ
を
身
に
つ

け
る
」「
挨
拶
」「
感
謝

の
心
を
常
に
忘
れ
な
い
」

「
審
判
へ
の
態
度
」、
普
段

の
行
動
に
お
け
る
「
ご
み

拾
い
」
等
、
更
に
８
つ
の

課
題
を
設
定
し
た
そ
う
で

す
。
現
在
の
大
谷
選
手
の

プ
レ
ー
や
試
合
中
の
態
度

か
ら
そ
れ
ら
が
し
っ
か
り

継
続
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

見
て
取
れ
ま
す
。
彼
は
無

意
識
に
人
間
の
本
質
で
あ

る
「
霊
的
心
」
を
培
っ
て

い
っ
た
の
で
す
。

少
年
時
代
、
自
分
の
父

や
高
校
時
代
の
監
督
と
い

う
優
秀
な
指
導
者
に
出

会
っ
た
こ
と
が
彼
の
今
日

に
繋
が
っ
て
い
る
の
で
す

が
私
は
天
の
配
剤
が
あ
っ

た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
大

谷
選
手
の
ア
メ
リ
カ
の
本

拠
地
で
テ
レ
ビ
の
キ
ャ
ス

タ
ー
が
「
彼
の
ど
こ
が
好

き
か
」
と
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

し
た
と
こ
ろ
、
女
性
フ
ァ

ン
は
「
彼
の
謙
虚
さ
と
素

晴
ら
し
い
人
格
」
と
答
え

て
お
り
ま
し
た
。
彼
は
霊

界
か
ら
も
信
頼
さ
れ
て
お

り
現
世
で
活
躍
し
た
霊
人

達
が
見
守
り
応
援
し
て
い

る
姿
が
霊
視
さ
れ
ま
す
。

（
令
和
４
年
７
月
記
す
）

େ
Ϧ
ồ
ά
େ
୩
ᠳ
ฏ
બ
ख
׆
༂
の
ݪ
఺

úÿ

【プロフィル】
լ ޭʢ͕͠ɾ͍͓͞ʣࢤ
����೥ɺ͍ Θ͖ؒ޷ࢢொੜ·ΕɻεϐϦνϡΞ
Ϧετɻ���� ೥ʹʰ਺ʑͷਆൿମݧͱ৺ྶͱ
ͷग़ձ͍ʢɦจܳ ɾࣾ���ԁ�੫ʣΛग़൛ɺد࠷Γ
ͷॻళɺΠϯλʔωοτ௨ൢ౳Ͱൢച͍ͯ͠Δɻ

「
数
々
の
神
秘
体
験
と
心
霊
と
の
出
会
い
」

「
数
々
の
神
秘
体
験
と
心
霊
と
の
出
会
い
」

心
霊「数

々
の
神
秘
体
験
と
心
霊
と
の
出
会
い
」

「
数
々
の
神
秘
体
験
と
心
霊
と
の
出
会
い
」

（
ス
ピ
リ
チ
ュア
リ
ズ
ム
）

の
世
界

シ
ニ
ア
世
代
の
た
め
の

　
　
役
立
つ
Ｓ
Ｎ
Ｓ
講
座ʕ

☟☡☟

　
　
役
立
つ
Ｓ
Ｎ
Ｓ
講
座

　
　
役
立
つ
Ｓ
Ｎ
Ｓ
講
座

お
題

「
湯
」「
座
る
」

病
み
あ
が
り
白
湯
の
美
味
さ
喉
に
し
み

打
ち
上
が
る
花
火
を
ソ
フ
ァ
に

座
り
み
る
（
日
和
田
剛
・
87
歳
・
郷
ケ
丘
）

湯
の
街
に
習
い
覚
え
た
フ
ラ
の
舞

今
朝
も
ま
た
椅
子
に
座
り
て
川
柳

よ
む

　
　
　
　（あ
や
こ
・
84
歳
・
郷
ケ
丘
）

真
夏
日
に
水
が
一
変
お
湯
に
な
る

膝
痛
く
お
座
り
出
来
ず
椅
子
が
友

（
木
田
チ
ヨ
・
87
歳
・
常
磐
）

幸
せ
の
届
く
湯
音
に
た
だ
感
謝

座
る
事
出
来
る
幸
せ
足
の
け
が

　
　
　
　
　
　
　（新
妻
節
子
・
86
歳
・
南
相
馬
市
）

満
天
の
星
空
外
湯
い
や
さ
れ
る

趣
味
茶
会
座
れ
ず
悲
し
ヒ
ザ
恨
む

（
す
ず
や
・
82
歳
・
内
郷
）

湯
上
り
に
風
鈴
の
音
涼
ア
ッ
プ

正
座
し
た
数
分
後
に
は
も
う
し
び
れ

（
秀
子
・
82
歳
・
平
）

此
の
暑
さ
我
家
の
湯
舟
で
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ

仏
壇
の
前
静
座
が
出
来
よ
し
と
す

（
エ
ジ
リ
ー
ン
・
90
歳
・
平
）

焼
き
そ
ば
の
湯
切
り
し
す
ぎ
て
シ
ン
ク
落
ち

「
昔
の
カ
ッ
プ
焼
き
そ
ば
の
失
敗
談
で
す
」

立
つ
座
る
意
識
せ
ず
と
も「
よ
っ

こ
ら
し
ょ
」

「
悲
し
い
か
な
自
然
と
か
け
声
が
出
ま
す
」

（
エ
リ
ザ
ベ
ス
・
61
歳
・
常
磐
）

湯
上
が
り
て
風
鈴
鳴
ら
ず
と
音
を
上
げ

し「酷
暑
、汗
だ
く
に
う
ん
ざ
り
で
す
」

天
の
原
よ
あ
ま
た
の
恒
星
座
る
川

「
晴
天
時
の
天
の
川
、雄
大
で
き
ら
び
や
か
で
す
」

（
テ
ェ
さ
ん
・
68
歳
・
錦
）

お
湯
か
げ
ん
飲
ん
べ
ー
熱
燗
連
想
し

宴
会
は
座
持
ち
次
第
の
盛
り
上
が
り

（
門
馬
正
良
・
74
歳
・
平
）

湯
を
沸
か
し
朝
の
ひ
と
と
き
お
茶
一
杯

座
っ
た
ま
ま
居
眠
り
し
て
る
祖
母

が
い
た

　
　
　（プ
ー
マ
マ
・
73
歳
・
常
磐
）

露
天
風
呂
湯
か
げ
ん
熱
く
リ
ラ
ッ
ク
ス

日
課
で
す
椅
子
に
座
り
て
ス
ク

ワ
ッ
ト

　
　
　（門
馬
ア
サ
子
・
72
歳
・
平
）

暑
い
中
温
泉
の
湯
に
汗
倍
増

「
回
数
券
が
残
っ
て
い
て
友
人
と
新
舞
子
温
泉
に
」

年
老
い
て
座
り
た
が
る
は
要
注
意

「
常
日
頃
夫
に
言
っ
て
い
ま
す
」

（
鈴
木
好
美
・
69
歳
・
四
倉
）

今
夏
は
日
本
全
土
が
湯
に
つ
か
り

仏
像
の
座
る
姿
に
悟
り
見
る

（
新
妻
吉
人
・
66
歳
・
川
前
）



(5) (4)

ホ
ロ
ス
―
Ｋ
（
元
保
健
体
育
教
員
・
66
歳
・
常
磐
）

☆
面
白
い
母
親
や
家
族
の
ち
ょ
っ
と
い
い
話
を

通
し
て
〝
ラ
イ
フ
ス
キ
ル
（
心
の
能
力
）〞
を

描
く
ホ
ロ
ス
―
Ｋ
さ
ん
の
エ
ッ
セ
ー
を
連
載
し

ま
す
。

５
ケ
月
前
か
ら
、
早
朝
の
数
時
間
、
朝
活
、
街
中

の
ち
ょ
っ
と
し
た
お
手
伝
い
と
し
て
お
風
呂
掃
除
の

ア
ル
バ
イ
ト
を
始
め
た
。
今
日
が
最
終
日
、
９
月
か

ら
は
湯
本
温
泉
Ｈ
の
宿
の
清
掃
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
働

く
。
▼
ポ
リ
ッ
シ
ャ
ー
運
転
、
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
、
カ

ガ
ミ
・
カ
ラ
ン
・
パ
イ
プ
磨
き
、
オ
ケ
・
イ
ス
洗
い

な
ど
の
清
掃
ス
キ
ル
と
チ
ー
ム
力
（
配
慮
や
カ
バ
ー

力
・
効
果
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
な
ど
の
ラ

イ
フ
ス
キ
ル
〈
心
の
能
力
〉
）
を
成
長
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
た
。
私
の
こ
れ
ら
の
能
力
向
上
に
貢
献
し
て

く
れ
た
６
人
の
仲
間
の
言
葉
を
記
し
、
こ
れ
ら
を

形
に
習
慣
に
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
地
域
の
人
と
環
境

に
寄
与
し
て
い
き
た
い
。
▼
「
あ
せ
ん
な
く
て
い
い

か
ら
ネ
！
」（
リ
ー
ダ
ー
Ｍ
さ
ん
）
時
間
に
追
わ
れ

る
仕
事
、
初
心
者
の
私
は
こ
の
言
葉
に
何
回
も
救

わ
れ
た
。
「
構
造
化
（
仕
事
の
流
れ
を
区
切
っ
て
描

く
）
す
る
と
動
き
や
す
く
な
る
よ
ね
！
」（
サ
ブ
リ
ー

ダ
ー
Ｉ
さ
ん
）
次
の
職
場
で
は
是
非
や
っ
て
み
た
い
。

「
自
分
が
ラ
ク
し
た
い
か
ら
、
き
ち
ん
と
教
え
る
ん

だ
！
」（
Ｏ
Ｔ
さ
ん
）
ポ
リ
ッ
シ
ャ
ー
と
高
圧
洗
浄

機
を
教
え
て
く
だ
さ
っ
た
直
接
の
教
官
。「『
仕
事
の

目
だ
な
！
』
」（
Ｏ
Ｙ
さ
ん
）
私
の
や
り
忘
れ
を
（
「
サ

ス
ケ
ネ
ェ
！
」
）
と
言
っ
て
フ
ォ
ロ
ー
し
て
下
さ
っ

た
。
「
あ
り
が
と
う
ね
♡
」
（
Ｈ
Ｔ
さ
ん
）
オ
ケ
・
イ

ス
の
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
な
ど
を
快
く
受
け
入
れ
て
く
だ

さ
っ
た
。「
ハ
イ
ッ
！
」「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」

「
お
願
い
し
ま
す
！
」（
Ｈ
Ｋ
さ
ん
）
よ
く
見
て
面

白
い
話
が
で
き
る
仕
事
人
。
こ
の
よ
う
な
人
に
私
は

な
り
た
い
。
▼
「
Ｈ
さ
ん（
私
）
な
ら
大
丈
夫
だ
よ
！
」

彼
ら
に
太
鼓
判
を
押
さ
れ
た
が
、
自
己
評
価
は
78
点
、

あ
と
の
22
点
は
過
去
の
成
功
体
験
に
甘
ん
ず
る
こ
と

な
く
改
善
あ
る
の
み
。

改
善
あ
る
の
み
！

こ
の
だ
だ
っ
ぴ
ろ
い

　
　
　
い
わ
き
の
片
隅
で

〜
い
わ
き
の
ひ
と
〜
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自動車保険!! 見直しませんか？自動車保険!! 見直しませんか？

きな補償!!きな補償!!
お得な掛け金で、お得な掛け金で、

大大
໿ͷܖࡁڞ

खଓき͸؆୯�
�

ͦͷ··ܧଓ
ແނࣄʹΑΔ

ׂҾ͸

͋ͳͨͱ૑Δɽɽɽ̓ ৺ͷ

自動車共済自動車共済˞ແྉੵݟいͨ͠·͢�

౦๺ࣗಈंࡁڞの͝Ҋ内
˔౦๺ࣗಈंڠࡁڞಉ૊合ͱ͸ʜ
౦๺ہۀ࢈ࡁܦのೝՄの΋ͱɺত࿨��೥ʹઃཱͨࣗ͠ಈ

ɹ��ंڠࡁڞಉ૊߹Ͱすɻ
����౦๺ࣗಈंڠࡁڞಉ૊߹ɿὸ0�������11��
˔૊合΁ͷ͝Ճೖ͸ʜ
ɹ�̍ޱ�
���ԁのग़͕ۚࢿඞཁͰすɻ
˕͓ಘͳֻ͚ۚͰେきͳ҆৺
ɹ��౰૊߹͸ɺ૊߹һの૬ޓැॿのਫ਼ਆʹނࣄ͖ͮجʹΑΔ
ɹ� ͰɺӦརを໨తۀࣄࡁڞతଛࣦをิてΜすΔͨΊのࡁܦ
�����ͱ͠まͤΜ͔Βֻ͕ۚେมׂ҆Ͱすɻ
˕εϐーσΟͳނࣄରԠʂ
ɹނࣄ��ॲཧʹ͋ͨって͸ɺ౦๺̒ݝʹ഑ஔ͠て͍Δࣗಈं
ɹࡁڞ��のઐ໳৬һ͕౰ؒऀࣄʹཱͪɺ੣ҙを΋ってղܾʹ
�����͋ͨりますɻ
˕҆৺Λ݁Ϳࡁڞͷྠʂ
ɹ�શࠃͲ͜Ͱނࣄを͜͞ىΕて΋҆৺Ͱすɻࣗಈंࡁڞの
ɹʮωοτ໢ʯ͕ਝ଎ͳނࣄॲཧを͍ͨ͠ますɻ౰૊߹を
ɹɹ͸͡Ί๺ւಓɾؔ౦ɾத෦ɾ੢೔ຊの̑ͭの૊߹͕ڠ
ɹɹྗ͠ɺ͖Ίࡉ΍͔ͳサービスʹ౒Ίて͍ますɻ
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050-1867-8644 

写真引用
遠野町地域づくり振興協議会、
いわき観光まちづくりビューロー

で を満喫遠野 を満喫満喫
はいわきの秋

満喫満喫満喫満喫満喫遠野遠野遠野遠野
清流に河鹿鳴き、鮎踊り、ホタル舞う里。いわき市遠野町は、自然豊かなまち。清流に河鹿鳴き、鮎踊り、ホタル舞う里。いわき市遠野町は、自然豊かなまち。清流に河鹿鳴き、鮎踊り、ホタル舞う里。いわき市遠野町は、自然豊かなまち。清流に河鹿鳴き、鮎踊り、ホタル舞う里。いわき市遠野町は、自然豊かなまち。

　遠野町は、いわき市の南西部にあり、阿武隈高地の南部に位置します。中山間地域
ならではの自然豊かな土地です。東白川郡鮫川村を源流とする鮫川と、その支流の入
遠野川が流れ、四季折々の自然の魅力が存分に堪能できます。

入川渓谷

入遠野川ダム
徳一大師御入定所

鶴石山

三大明神山

天狗山

遠野オート
キャンプ場

遠野生活アート
ギャラリー

入遠野川

入遠野小

入遠野中

県道いわき石川線（御斎所街道）
←石川

↓田人

市遠野支所

上遠野公民館
遠野駐在所
上遠野小
上遠野中

遠野高

上遠野郵便局

鮫川堰記念碑

亀岡城跡西行法師巡錫の碑

安養院の右近桜

↓
植
田

常磐
自動
車道

↓
湯
本

太平

根本

根岸

入遠野入遠野商店街

上遠野商店街

上遠野

滝

深山田

入遠野
公民館

女橋の碑

ԟੜࢁ

ീࡔਆࣾの
ೋຊਿ

্ԕ໺৓੻

ཾਆڦ
ୌ෋࢜

鮫川

大藪観音

ୌ෋࢜
標高 306mほどですが、根岸から滝へ流れ
る鮫川の右岸からの展望はまさに富士その
ものです。山頂に登ると、南に菊田浦の海、
北は上遠野盆地が一面に広がっています。

ԟੜࢁ
標高 599m

ീࡔਆࣾͷೋຊਿ
樹齢 1100年の杉

্ԕ໺৓੻
いわき地方を戦国時代に治めた岩城氏の
家臣・上遠野氏の城があった場所です。

ཾਆڦ
下滝の建龍寺から徒歩約 10 分の距離に
あり、川の中に突き出た岩､それを激しく
洗って流れる水は､まさしく龍を思わせます。

͍Θ͖ࢢԕ໺ொ্ԕ໺ࣈ઒ு��-�
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ླɹ໦ɹɹޫ
いΘ͖ࢢԕ໺ொ্ԕ໺ࣈ੢ொ����
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৽ฉ֤ࢴऔΓѻ て͓ͬΓま͢ɻ

鈴木新聞店

͍Θ͖ࢢԕ໺ொୌޱࢁਂࣈ �
ड෇࣌ؒ ̢̖�ɿ��ʙ̢̥��ɿ��
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ま͜͝Ζのڙཆ

いわきペット霊園 会　長　平　子　好　男
副会長　鈴　木　伸　幸
副会長　鈴　木　弘　之

ӦྗzͮܦΓఴͬͨzدʹॴۀࣄ Γ͘Λ͓ख఻͍͠·͢ɻ

͍Θ͖ࢢԕ໺ொ্ԕ໺ࣈງ੾��-�
5&-ʢ����ʣ��-����  '"9ʢ����ʣ��-����

ԕ໺町঎޻会

福島県いわき市遠野町根岸字石田44-3
電話0246-89-2214（運送）0246-89-2172（興産）

ＵＲＬ http://toono.co.jp

遠野興産㈱ペレット事業部 TEL0246-74-1288

໦ࡐをݪྉʹͨ͠৽͍͠೩ྉΤωϧΪー

いわき産ペレット 温丸（ぬくまる）

一般貨物自動車運送事業 木材チップ・オガ・ペレット製造販売
木屑産廃・一般廃中間処理・収集運搬

遠野運送株式会社遠野興産株式会社

˟��������ɹいΘ͖ࢢԕ໺ொୌࢁࣈϊਆ ����

ྺ࢙ͱ఻౷͕ଉͮ͘ ֨ௐߴいøÿϗʔϧ

5&-������������
IUUQ���XXX�ZVNPUPTQDD�KQ

೥ɹ຤ɹྉɹۚ
12�28ɾ29ɾ3÷
             ��
���ԁ	৯ࣄ෇き


��݄ʙ��݄ϓϨʔྉۚɹɹɹɹ
ฏɹ ೔ �
���ԁ	৯ࣄ෇き

౔ŋ೔ŋॕ೔ ��
���ԁ	৯ࣄ෇き


㽎�૑ۀ���೥㽎 ఱવઘ�ͭ͘ろ͗の॓

͍Θ͖ࢢԕ໺ொେฏࣈԼதࠜ���-�

宿泊 日帰り ご入浴

୴ಹͷ
खଧͪͦ͹

શ༧໿੍׬
͓ి࿩Ͱ
͝༧໿ͩ͘ ͍͞

5&-.����ʢ89ʣ2186
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自宅でのやすらぎを
　　　　  お届けします。

૯߹૴ࡇ

ʢ༗ʣԕ໺଄Ֆళɹὸ�������
ὸ�������ԕ໺ொ্ԕ໺ࣈ੺ࡔ��-�

ʢԕ໺ࢢຽӡಈ৔Լʣ

いわき市
遠野オートキャンプ場

�˟��������͍Θ͖ ����ӽ୆ࣈԕ໺ொೖԕ໺ࢢ
5&-�������������
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ମࣨڭݧ։࠵த
ֵͷΩーϗϧμーͳͲ
ଞʹ΋৭ʑ�͓問い合わせͩ͘͞い
DBNQ9�0（Πンεタ）ࡌܝத

自然に触れて
日々の疲れを癒してください

Ӧۀ೔��݄ ʙ༵ۚ೔ɹӦؒ࣌ۀ����ɿ��ʙ��ɿ��
ॅॴɹ �˟��������෱ౡ͍ݝΘ͖ ������౦ాொࢢ
ి࿩ɹ������������ɹɹ'"9ɹ������������
63-ɹIUUQT���XXX�TFJTIJO�LBJ�KQ�GBDJMJUZ�UFOTIJOBO�

ࣾձ෱ࢱ๏ਓɹ੣৺ձ
ब࿑ܧଓࢧԉ̗ܕ ఱਅ҇

ఱਅ҇͸̗ ॴͱ͠ۀࣄܕ てɺ৯ಊをӡӦ͠て
Γ͓ま͢ɻϫϯίΠϯ̑ ̌̌ ԁͰָ͠ΊΔ೔ସΘ
Γϥϯνɺ͏ͲんͳͲ΋͝ ༻ҙ͠て Γ͓ま͢ɻ͓
ۙ͘ʹ ͓ӽ͠ͷࡍ͸ͥͻཱ͓ͪدΓ͘ ͍ͩ͞ɻ

͍Θ͖ࢢΑΓ഑৯αʔϏεۀࣄɺͭ Ͳ͍ͷ৔
ձ৯ۀࣄͷҕୗをड͚て ま͍͢ɻ໰͍߹Θせ
͸ɺఱਅ҇ɺ͍ Θ͖ ࠷஍ҬแׅέΞਪਐ՝ɺࢢ
ձまͰ͝࿈བྷͩٞ͘ڠࢱΓͷࣾձ෱د ͍͞ɻ

ʲओͳٕೳɾಛ࢈඼ʳ

΄͔ɺ࿴޻ࡉ΍໺஁໶ͳͲ͕͋Γ·͢

˗ԕ໺࿨ࢴ˗
ɹԕ໺町Ͱੜ͞࢈ΕΔྑ࣭ͳᑻΛ原ྉʹ༻いͯࠉפき	ౙؒقͷΈʹࠉ 
͘ʹͯ
੡଄͢Δԕ໺࿨ࢴ͸ɺखࠉきͳΒͰ͸ͷຯわい͕͋Δ্࣭ͳ࿨ࢴͰ͢ɻ͔ ͭͯ͸ɺ
஍৔ۀ࢈Λ୅දͨ͠ԕ໺࿨ࢴもɺত࿨ͷޙ൒͔Β͸ɺޒඦ೥͸༏ʹӽ͢Ͱ͋Ζ
とͳͬͯいͨ͜と͔Βɺ஍Ҭ͓͚ͩ͜͠ݢいྺ࢙と఻౷ΛकͬͯいΔͷ͕̍ݹ͏
ɺٕࡏݱ͕ୂྗڠ ज़ܧঝ׆ಈΛߦͳ͓ͬͯΓ·͢ɻ

˗Գɾ୬˗
৿ྛԦࠃ೔ຊͷ୅දతͳثʮԳʯʮ୬ʯ͸ɺฏ҆࣌୅ͷߟʹࠒҊ͞ΕɺҰൠʹී

ͷ͸ࣨ町࣌୅ɻͦͨ͠ٴ Ε·Ͱ͸໦੡ͷ͛ۂ෺ྨ͕ओྲྀͰ͕ͨ͠ɺ໦ࡐͷෆ଍Ͱ
໦ͷ൘Λԁ౵ʹฒ΂ͯଆとͯ͠஛౳ͰకΊͨԳɾ୬͕ൃలͨ͠といわΕͯい·͢ɻ

˗஛޻ࡉ˗
ɹ೔ຊͰ͸ݹདྷΑΓɺ೔ຊ人ͷ਎ͷճΓͷ೔༻͕ثࡶ஛Ͱ࡞ΒΕѪ༻͞Εͯき·
ͨ͠ɻԕ໺஍ํ͸ྑ࣭஛ͷ๺ݶͰ͋Δͷ͸ҙ֎と஌ΒΕͯい·ͤΜɻ

ॲ͔Β̍̓̏߸（̎̌̎̍೥݄̒）͔Βݸ　
ըՈɾΠϥετϨーターۚᖒ༟͞ࢠΜ͕දࢴ
Λ୲౰ͯ͠い·͢ɻ
　ۚᖒ͞Μ͸いわきࢢ໪དྷொ出਎Ͱɺஜ೾େ
ܳज़ઐ໳ֶ܈Λଔޙۀɺ෯͘޿૑׆࡞ಈʹऔ
Γ૊ΜͰ͓Γɺいわきࢢ΍౎಺ͳͲͰݸలΛ
։ͯ͠࠵い·͢ɻಛʹۭͱ̎ӋͷௗΛϞνー
ϑͱ͠ɺฏ࿨΁ͷئいͱѪͱ৘೤ΛࠐΊͨ࡞
඼͸ɺଟ͘ͷਓͷײڞΛಘͯい·͢ɻ
　ͥͻදࢴ΍ɺ͚͢ΜͷΠンタϏϡー΁ͷײ
૝ͳͲΛ͓دせͩ͘͞いɻ

˟̓̍̕ʵ̔̍̏̍ 　　　　　　　　　　  　
いわきࢢৗ൬্໼ాொ̏̍࡞׎ʵ̏ 

いわき民報社ʮ個処からʯ編集室
ϝʔϧ OFXT�LPLP@!JXBLJ�NJOQP�DP�KQ ·Ͱ
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恩
山
寺

ฏࢠਖ਼͞ࢠΜ（小名浜在住）
絵手紙ティーワン

絵手紙
　スケッチ逢いたくて逢いたくて逢いたくて

四国八十八ケ所めぐりɾᮟՀҪባༀࢣৗ෱ࣉにて

ʵ �� ʵ

墨と水の世界墨と水の世界
ਫ๽ըࢣߨࣨڭɹԂ෦ᒇҰʢ২ాொॅࡏʣ

　以前、庭の石垣を積むとき、その土手にあった杏の大木を

処分したが、あまりにもきれいな花を咲かせていたので勿体

ないと、その枝を接木して残した。

　その杏の木が今年、たくさんの実を付けた。今までは花を

見るために置いたものだが見事に大きな実だったので、収穫

して妹に頼んでジャムを作ってもらった。

　思った通り美味しいものが出来上がった。夏バテ防止に毎

日頂いている。

　あの時、粗末に処分しないでよかったと杏に感謝している。

ただ、その杏だが当時、台木が見当たらず、小梅の木に接い

だのが、今もって申し訳なく思っている。

佰
弐
拾
九

杏
(あ
ん
ず   )

出
漁
　
　
　

「まごころ教習」であなたの入校お待ちしています！
͍Θ͖ࢢখ໊඿ࣈ෋Ԭ޲���

5FM������������� 'BY�������������
IUUQ���XXX�POBIBNB�ESJWFST�DP�KQ�খ໊඿ࣗಈंֶߍ

඿௨ΓͰ �� ݄ͷࡇΓͱ͑ݴ͹ʓʓʓʂ
・十五夜祭　　（女性・68 歳・三和）
・街なかコンサート
　　　　　　（女性・78 歳・郷ケ丘）
・米、収穫祭、芋煮会 
 　　　 　（男性・74 歳・南相馬市）
・「川前の新そばまつり」今年は開催
　されるといいのですが。楽しみに
　しています（女性・67 歳・中央台）
・泉ふるさと祭り　　　　　　　　
　　　　　　　（女性・72 歳・内郷）
・モミジ　　　（男性・88歳・泉ケ丘）
・中高それぞれの特性を生かした文
　化祭は見物です !! 合唱コンクー
　ル、バザー、弁論大会ｅｔｃ・・・
　　　　　　　　（女性・65 歳・平）
・ハロウィン！（女性・54歳・小名浜）
・10 月 14 日・15 日「いわき港ま
　つり」　　　（男性・73 歳・好間）
・富岡町 「富岡えびす講市」 　　　
　浪江町 「十日市祭」　  　　　　　

　　　　　　　（男性・22 歳・内郷）

ʲ̍Ґʳ۬ ञࡇ
・「秋の喰酒祭」今年も開催されるん
　です。お酒の好きな私にとって、こ
　れも祭りと言えます !　　　　　
　　　　　　　  （女性・70 歳・内郷）
ʲ̎Ґʳ࢛૔ਡ๚ਆࣾͷࢯਆࡇ
ʲ̏Ґʳॅ٢ਆࣾͷࡇ
・勿来「国魂神社」10 月の例祭。神輿
　渡御では美しく着かざって加わる
　地域の子どもの稚児行列があり、
　我が家の子・三姉妹も参加・経験
　し良い思い出です
　　　　　　　　（男性・68 歳・錦）
・八幡神社の流鏑馬
　　　　　　　（女性・79 歳・常磐）
・泉町に鎮座している諏訪八幡神社
　の秋祭り＝神輿が練り歩き、天狗
　を先頭に宮司と流鏑馬は馬に跨り
　その後に神社総代が続く
　　　　　　　　（男性・71 歳・泉）
・平 「飯野八幡宮」例大祭。流鏑馬も
　あり迫力満点　  （男性・73 歳・泉）

σΠαʔϏεηϯλʔ
γϣʔτεςΠ
ॴۀࣄԉࢧޢ୐հډ
Ήͭみอҭॴ

特別養護老人ホーム
いわさき荘

社会福祉法人    いΘ͖ްੜձ
やさしい心　あたたかい手　あふれる笑顔

͍Θ͖ࢢৗ൬্౬௕୩ொ্ϊ୆������5&-ʢ����ʣ�������'"9ʢ����ʣ�������

医療法人社団 秀 友 会
ઃೖ所��������˔௨所ϦϋϏϦςーγϣンࢪ˔
˔γϣーτεςΠ�˔๚問ϦϋϏϦςーγϣン

等のサービスを承っております
看・介護職員
募集中

介護老人保健施設

☎0246-43-6116 FAX43-6118
〒972-8326 いわき市常磐藤原町大畑13-1 サンライフゆもと 検索

個処からΈͳ͞Μɺ　　　  ʹɺͯͬࡌΈ·ͤΜかʁ
　編集室では、読者のみなさまから川柳や写真、エッセーなどを募り、ともに紙面を作っていければと考えております。みなさまの趣味や思いなどが紙面に載ることで、
他の読者のみなさまが共感したり何かを始めるきっかけになったり…そんな『個処から』を目指していきたいと考えております。

1．川柳ʜࠓճͷ͓୊͸ɺ「虹」「進む」。
2．『私の宝物』シリーズ ʜࢠͲ΋ͷࠒから
　　େࣄʹͯ͠いΔ෺ɺϖοτ΍ଙɺࢠͲ΋ͨ
　　ͪɺԞ͞Μɺ୴ಹ͞Μɺఉɺ作඼ͳͲɺΈ
　　ͳ͞Μͷๅ෺Λɺͦͷը૾ͱઆ໌จ（100
ఔ౓）Λఴ͑ͯɺͥͻ͝঺հͩ͘͞いɻࣈ　　

3．エッセーʜ೔ࠒɺԿؾͳͨ͘͜͡ײͱ΍ɺ
　　ͥͻ఻͑ͨい͜ͱͳͲɻ

ɾࡌܝͷՄ൱͸౰編集室ʹͯ൑அ͠·͢ɻ
ɾ௖いͨ৘報͸౰ϑϦʔϖʔύʔh 個処から Ͱɦ
　ͷΈ࢖༻͠·͢ɻ
ɾϖϯωʔϜΛر๬͢Δਓ͸ɺϖϯωʔϜ΋ఴ
　͑ͯͩ͘͞いɻ
ɾ৔߹ʹΑͬͯ͸ɺ౰編集室ΑΓऔࡐͷ͝࿈བྷ
　Λͤͯ͞いͨͩ͘͜ͱ΋͋Γ·͢ɻ
ˑߘد͸ɺ༣ૹかϝʔϧɺ࣋ࢀͰड͚෇͚͓ͯ
　Γ·͢ɻͥͻɺ͓ͩͤ͘͞دいɻ

͓໰い߹わͤ
☎0246（38）7171
E-MAIL news.koko_

　　　　　　　　@iwaki-minpo.co.jp
　〒971‐８１３１
　いわき市常磐上矢田町叶作13-3
　　いわき民報社「個処から」編集室

こ 　　  ここ 　　  こ
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11

「
〜

マ

ー

ク
」
は
環
境
保

全
に
役
立
つ
商

品
の
目
印
。

12

首
周
辺
の

筋
肉
の
緊
張
が

原
因
。
頭
痛
を

伴
う
こ
と
も
。

15

病
気
や
害

虫

の

被

害

を

防
ぐ
た
め
に
使

用
。
無
〜
野
菜
。

17

納
豆
が
有

名
。
茨
城
の
県

庁
所
在
地
は
？

19

父
母
の
恩

は
山
よ
り
も
高

く
〜
よ
り
も
深

し
。

５

六
十
歳
は
還
暦
、
七

十
歳
は
？

７

日
本
海
な
ど
で
獲
れ

る
巻
き
貝
。
あ
ず
き
貝
の

別
称
も
。

８

メ
キ
シ
コ
の
蒸
留

酒
。
主
原
料
は
リ
ュ
ウ
ゼ

ツ
ラ
ン
で
す
。

９

お
見
舞
い
の
際
の
贈

り
物
に
タ
ブ
ー
と
さ
れ
る

花
は
？

20

陰
険
な
人
の
お
な
か

の
色
は
？

◉
ヨ
コ
の
カ
ギ

１

サ
ナ
ダ
ム
シ
や
ギ
ョ

ウ
チ
ュ
ウ
な
ど
が
い
ま

す
。

５

お
で
こ
や
頭
を
強
く

打
つ
と
で
き
ま
す
ね
。

６

口
減
し
の
た
め
高
齢

者
を
山
に
運
ん
だ
「
〜
山

伝
説
」。

９

「
〜
が
き
れ
い
で
す

ね
」
は
愛
の
告
白
を
意
味

す
る
言
葉
。

10

肉
な
ど
を
引
き
裂
く

の
に
適
し
た
歯
。
別
名
は

犬
歯
。

13

中
国
語
で
辛
さ
を
意

味
す
る
言
葉
。
漢
字
で

「
辣
」。

14

エ
リ
ン
ギ
や
キ
ク
ラ

ゲ
は
こ
の
仲
間
で
す
。

◉
タ
テ
の
カ
ギ

１

サ
バ
ナ
〜
、
ツ
ン
ド

ラ
〜
、
西
岸
海
洋
性
〜
。

２

ス
ポ
ー
ツ
な
ど
、
特

定
の
分
野
で
技
術
指
導
を

行
う
人
。

３

フ
ロ
イ
ト
が
精
神
分

析
の
判
断
に
用
い
ま
し

た
。

４

「
〜
医
者
」
は
治
療
が

下
手
な
医
師
の
こ
と
。

16

起
き
上
が
っ
た
時
に

頭
が
ふ
ら
ふ
ら
す
る
症

状
。

18

調
剤
し
た
薬
を
患
者

に
与
え
る
こ
と
。

21

〜
酸
は
植
物
油
に
多

く
含
ま
れ
る
不
飽
和
脂
肪

酸
。

22

と
て
も
小
さ
い
と
い

う
意
味
の
言
葉
。
反
対
語

は
マ
ク
ロ
。

今
回
の
ク
イ
ズ
は
ク
ロ

ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
で
す
。

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

  

ま
た
、
正
解
者
の
中
か

ら
３
人
に
、
い
わ
き
民
報

社
提
供
の
「
図
書
カ
ー
ド

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
（
１
０
０
０
円

９
月
号
の

　
　

当
選
者

瀬
野
志
津
子
さ
ん

（
平
）、
吉
田
瑛
さ
ん
（
内

郷
）
高
橋
茂
さ
ん
（
南
相

馬
市
）

分
）」
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し

ま
す
。

  

図
書
カ
ー
ド
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ

は
全
国
の
取
り
扱
い
書
店

で
使
用
で
き
る
プ
リ
ペ
イ

ド
カ
ー
ド
で
す
。
希
望
者

は
、
は
が
き
に
①
ク
イ
ズ

の
答
え
②
ア
ン
ケ
ー
ト

「
浜
通
り
で
お
す
す
め
の

紅
葉
狩
り
ス
ポ
ッ

ト
は
？
」
へ
の
回

答
③
郵
便
番
号
、

住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
性
別
、
電
話

番
号
を
明
記
し
、

10
月
７
日
必
着

（
※
お
住
ま
い
の

地
域
に
よ
っ
て
到

着
ま
で
に
日
数
が

か
か
り
ま
す
）
で

「
個
処
か
ら
」
編

集
室
（
下
記
参
照
）
宛
て

に
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

「
図
書
カ
ー
ド（
千
円
分
）」

ク
イ
ズ
＆
プ
レ
ゼ
ン
ト

い
わ
き
民
報
社
提
供

3
名様

※
ご
応
募
い
た
だ
い
た

メ
ッ
セ
ー
ジ
や
イ
ラ
ス

ト
、写
真
な
ど
の
作
品
は
、

い
わ
き
民
報
本
紙
に
掲
載

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

日本の神仏占い ɹਆ༷͸Θͨͨͪ͠ਓ͕ؒࠢΛຏ͍͍͚ͯΔΑ͏ɺຖ೔ݟकͬͯͩ͘
͍ͬͯ͞·͢ɻͦͷਆ༷͸࣌ʹਓʑʹϝοηʔδΛ఻͖͑ͯ·͢ɻࠓ
݄ͷϝοηʔδ͸ԿͰ͠ΐ͏ʁ 占い師・ミエル 　　http://www.mielstar.jp/
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生
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月
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６
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月
生

８
月
生

９
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生
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月
生
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生
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チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
を
持
つ
こ
と

で
道
が
ど
ん
ど
ん
開
け
る
運
気
。

や
る
前
か
ら
「
無
理
だ
」
と
思
う
の
と
、
「
や
っ
て
み
よ
う
！
」
と
思

う
の
と
で
は
未
来
が
大
き
く
変
わ
り
ま
す
。
や
っ
て
み
よ
う
と
思
え
ば

攻
略
法
が
見
え
て
き
ま
す
。
◇
開
運
の
鍵
：
30
分
早
く
起
き
る

心
や
体
が
疲
れ
た
ら
休
み
な
が

ら
進
み
ま
し
ょ
う
。
特
に
慣
れ

な
い
こ
と
や
苦
手
な
こ
と
は
、
い
つ
も
よ
り
疲
労
が
た
ま
り
そ
う
。
ス

ト
レ
ス
解
消
に
は
日
常
か
ら
少
し
離
れ
て
、
自
然
や
動
物
に
ふ
れ
る
の

が
お
す
す
め
。
◇
幸
運
の
鍵
：
太
陽
に
向
か
っ
て
深
呼
吸
を
す
る

慣
れ
な
い
こ
と
も
苦
手
な
こ
と

も
回
数
を
重
ね
れ
ば
徐
々
に
上

手
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。
時
間
が
か
か
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
あ
き

ら
め
な
い
で
。
自
分
を
責
め
な
い
、
上
手
な
人
と
比
べ
な
い
こ
と
が
大

切
で
す
。
◇
幸
運
の
鍵
：
紺
色
の
パ
ジ
ャ
マ
を
着
て
寝
る

自
分
を
責
め
る
の
は
や
め
ま
し
ょ

う
。
ミ
ス
や
失
敗
は
誰
に
で
も

あ
り
ま
す
。
大
切
な
の
は
、
自
分
を
責
め
る
こ
と
で
は
な
く
、
同
じ
失

敗
を
繰
り
返
さ
な
い
よ
う
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
有
効
な
対
策
を
立
て
る

こ
と
。
◇
幸
運
の
鍵
：
ぬ
る
め
の
お
湯
に
ゆ
っ
く
り
浸
か
る

ス
ラ
ン
プ
に
陥
っ
て
も
必
ず
抜

け
出
す
時
は
き
ま
す
。
ス
ラ
ン

プ
と
は
一
旦
落
ち
着
い
て
全
て
を
再
調
整
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
で
す
。
も

し
も
ス
ラ
ン
プ
に
陥
っ
た
ら
、
新
た
な
自
分
に
よ
り
フ
ィ
ッ
ト
し
た
ス

タ
イ
ル
に
調
整
を
。
◇
幸
運
の
鍵
：
真
っ
白
い
シ
ャ
ツ
を
着
る

人
に
幸
せ
に
し
て
も
ら
う
こ
と

ば
か
り
考
え
ず
、
自
分
で
自
分

を
幸
せ
に
し
て
あ
げ
て
。温
泉
に
行
っ
た
り
、美
し
い
紅
葉
を
見
に
行
っ

た
り
な
ど
幸
せ
が
感
じ
ら
れ
る
よ
う
な
時
間
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

◇
幸
運
の
鍵
：
い
つ
も
よ
り
お
し
ゃ
れ
を
し
て
外
に
出
か
け
る

様
々
な
物
事
が
一
段
落
し
て
充

実
し
た
時
間
を
過
ご
せ
る
運
気
。

こ
れ
ま
で
努
力
を
し
て
き
た
人
は
、
成
長
の
実
感
を
得
ら
れ
そ
う
。
難

し
い
と
感
じ
て
い
た
物
事
も
、
苦
も
な
く
で
き
る
よ
う
に
な
り
そ
う
で

す
。
◇
開
運
の
鍵
：
新
し
い
ス
ー
ツ
を
姿
勢
良
く
着
こ
な
す

寛
大
で
成
熟
し
た
考
え
が
幸
運

を
呼
ぶ
運
気
で
す
。
対
立
す
る

よ
り
歩
み
寄
り
、
失
敗
し
た
人
を
非
難
す
る
よ
り
繰
り
返
さ
な
い
対
策

を
立
て
て
。
ど
ん
な
難
し
い
問
題
も
時
間
を
か
け
て
じ
っ
く
り
話
し
合

い
を
。
◇
開
運
の
鍵
：
手
書
き
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
カ
ー
ド
を
送
る

苦
し
い
時
こ
そ
協
力
し
合
っ
て
。

大
変
な
こ
と
も
、
面
倒
な
こ
と

も
、
二
人
で
や
れ
ば
半
分
に
、
三
人
で
や
れ
ば
三
分
の
一
に
な
る
の
で

す
。
協
力
し
合
う
た
め
に
は
、
事
前
に
あ
る
程
度
の
話
し
合
い
も
し
て

お
い
て
。
◇
開
運
の
鍵
：
ゴ
ミ
の
日
を
カ
レ
ン
ダ
ー
に
マ
ー
ク
す
る

人
や
ま
わ
り
の
文
句
を
言
う
人

は
、
運
気
が
な
か
な
か
上
が
り

ま
せ
ん
。
悪
い
事
は
全
て
他
の
せ
い
と
思
っ
て
い
る
と
、
自
分
を
変
え

る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
す
。
自
分
を
責
め
な
く
て
も
い
い
の
で
、
い

い
方
向
に
変
え
て
い
っ
て
。
◇
開
運
の
鍵
：
昼
に
レ
モ
ン
水
を
飲
む

成
功
も
権
力
も
永
遠
に
は
続
か

な
い
の
で
、
人
は
過
去
の
栄
光

に
す
が
り
ま
す
。
で
す
が
、見
る
べ
き
先
は
未
来
で
す
。
自
分
自
身
も
、

次
の
世
代
の
人
た
ち
も
輝
く
未
来
を
過
ご
せ
る
よ
う
考
え
な
が
ら
過
ご

し
ま
し
ょ
う
。  

◇
開
運
の
鍵
：
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
す
る

風
水
や
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
巡
り

な
ど
ど
ん
な
開
運
行
動
も
内
面

が
伴
わ
な
け
れ
ば
無
意
味
で
す
。
何
の
た
め
に
そ
れ
を
す
る
の
か
考
え

て
、
本
当
に
必
要
だ
と
感
じ
る
時
に
見
え
な
い
力
を
借
り
ま
し
ょ
う
。

◇
開
運
の
鍵
：
食
事
は
一
口
一
口
を
味
わ
い
ゆ
っ
く
り
食
べ
る

不

動

明

王

（
ふ
ど
う
み
ょ
う
お
う
）

薬

師

如

来

（
や
く
し
に
ょ
ら
い
）

瓊

瓊

杵

尊

（
に
に
ぎ
の
み
こ
と
）

高
御
産
巣
日
神

（
た
か
み
む
す
び
の
か
み
）

普

賢

菩

薩

（
ふ
げ
ん
ぼ
さ
つ
）

月

読

命

（
つ
く
よ
み
の
み
こ
と
）

伊
邪
那
美
命

（
い
ざ
な
み
の
み
こ
と
）

伊
邪
那
岐
命

（
い
ざ
な
ぎ
の
み
こ
と
）

菊

理

媛

尊

（
く
く
り
ひ
め
の
み
こ
と
）

倭

建

命

（
や
ま
と
た
け
る
の
み
こ
と
）

天
照
大
御
神

（
あ
ま
て
ら
す
お
お
み
か
み
）

稲

田

姫

(

い
な
だ
ひ
め

)

広告を載せて
みませんか？

TEL．0246-38-7171  FAX．0246-88-7494
広告部 Ｅ-mail  adv@iwaki-minpo.co.jp

広告についてのご連絡先

読者と
つくる情報紙
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DB

<10月のいわき市内街頭献血予定>

問い合わせ　福島県赤十字血液センターいわき出張所　0246（29）5624

※いわき血液センターの献血受付
 【400㍉㍑献血基準】

男性17～69歳、女性18～69歳でともに体重50㌔以上
　毎週火、木、土曜日（祝祭日含む）
　時間は9:00～11:30、12:45～16:30（全血献血は17:00まで）
※献血予約専用フリーダイヤル 0120（３９）８３４３
　で事前に予約するとスムーズです。ウェブサイトからも予約可

10月 １ 日　9：00～1５：00　日産自動車いわき工場
10月 ６ 日　9：30～16：00　イオンいわき店
10月15日　8：45～13：45　泉ふるさと祭り会場（泉町４丁目13-11）
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お෦԰ʹ௚઀お࢕いすΔ࣏ྍӃ͸ごଘ஌です͔ʁ
ʬපӃ΍࣏ྍӃʹ௨͏の͕ࠔ೉なํ�ʭのたΊの࣏ྍӃですɻ
お਎ମʹお೰ΈのあΔํ͸ɺおܰؾʹご૬ஊͩ͘͞いɻ

˞͓ҩऀ༷ͷಉҙॻ͕͋Ε͹ʮ݈߁อূݥʯ͕࢖ ま͑͢ɻ

࿅ɾ͸ΓɾきΎ܇ೳػ ɾ͏Ϛοαーδ๚問

˔h ମྍ࣏ݧ をɦड͚て௖͖ͳ͕Βɺ
ɹ͝ཁ๬΍͝૬ஊを͓ฉ͖͠て͍
ɹま͢ɻまͣ͸ɺ�͓ి࿩ʹて͓໰
ɹ͍߹Θせ͍ͩ͘͞ɻ

ὸ0�46-51-80�0
<Ӧۀ> ࣌̕ʙ�� ʢ࣌೔ɾॕ  ఆٳʣ
͍Θ͖ࢢ಺ڷ௲ொۚ୩�������

˞᭥ࢣپɾϚοαʔδूืࢣத��

࿅ɾ͸ΓɾきΎ܇ೳػ ɾ͏Ϛοαーδ๚問 ὸ0�46-51-80�0
<Ӧۀ> ࣌̕ʙ�� ʢ࣌೔ɾॕ  ఆٳʣ
͍Θ͖ࢢ಺ڷ௲ொۚ୩�������

͠ͼΕ΍௧Έɺ
ɹɹ͋きΒΊͯいまͤΜ ʁ͔
͓෦԰ʹ௚઀͓͍͢࢕Δ࣏ྍӃ͸͝ଘ஌Ͱ͢か？
ʬපӃ΍࣏ྍӃʹ௨͏ͷ͕ࠔ೉ͳํʭͷͨΊͷ࣏ྍӃͰ͢ɻ
͓਎ମʹ͓೰みͷ͋Δํɺまͣ͸ɺ͓ ి࿩Ͱ͝૬ஊ͍ͩ͘͞ɻ

˔h ମྍ࣏ݧ をɦड͚て௖͖ͳ͕Βɺ͝ ཁ๬΍
ɹ͝૬ஊを͓ฉ͖͠て͍ま͢ɻ
まͣ͸ɺ͓ ి࿩ʹて͓໰͍߹Θせ͍ͩ͘͞ɻ

˞͓ҩऀ༷ͷಉҙॻ͕͋Ε͹
ɹʮ݈߁อূݥʯ͕ ま͢ɻ͑࢖

˞᭥ࢣپɾϚοαʔδूืࢣத��

株式会社アイウェイイナバ
ダスキンたいら支店

TEL26-9001
FAX26-9007

ᶃࣨ಺ە߅ɾ߅΢イϧεࡎίʔςΟンά

家庭内・事業所内の除菌、抗菌、消毒サービス
施工箇所

サービスメニュー

চɺนɺςʔϒϧɺصɺҜࢠɺυΞϊϒɺ
1$ΩʔϘʔυɺεイονύωϧɺి ࿩ػɺਫખɺࣗ ɺंػൢ ಺ͳͲ

ᶄࣨ಺ޫ৮ഔ施޻ᶅΦκンআەɾ୤षᶆフϩΞە߅ϫοΫε施޻ͳͲ

ご相談
お見積
無料!
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